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星形成直前から直後にかけての化学的・物理的性質を明らかにすることを目的として、重水素化分子の観測が精力的に
行われている。我々は、野辺山45 m電波望遠鏡に7BEE受信機を搭載し、大質量星形成領域における重水素化分子の広
域マッピングを進めている。その結果、重水素化分子輝線に基づいて高密度ガスの分布を調べることで、各コアの重水
素濃縮度が温度や環境に依存して多様な値を示すことが明らかになりつつある。

我々は、W3(OH)領域に対して、7BEEによる重水素化分子（DCO⁺, DNC, DCN）とFORESTによる13C同位体分子(H¹³CO⁺,
HN¹³C, H¹³CN）の観測を行った。その結果、多くの分子輝線はUC HII領域が付随するW3(OH)の中心部で最も強く観測
されたが、DCO⁺は中心部では比較的弱く北部で最も強いことがわかった。高密度ガスをトレースするSCUBA-2 850 µm
連続波の分布を調べた結果、DCO+が最も強く検出された領域には2つの分子雲コアが存在することがわかった。これら
の分子雲コアはこれまでほとんど注目されてこなかった分子雲コアである。また、これら北部のコアは、DNCでも検出
されているが、DCNでは検出されていない。GBTによるNH3輝線の観測によって求められた温度分布と比較すると、北
部のコアでは、中心部の温度(約30 K)に比べ、やや低い（約20 K）こともわかった。

12C/13C比を仮定し、重水素濃縮度を求めた結果、DCO⁺/HCO⁺とDNC/HNCは、共に北部のコアの方が中心部より高い値
であることがわかった。また、DCO⁺/HCO⁺とDNC/HNCを比較すると、全ての分子雲コアにおいてDCO⁺/HCO⁺より
DNC/HNCの方が有意に高い値を示すこともわかった。特にW3(OH)の中心部ではDNC/HNCが約2%であるのに対して、
DCO⁺/HCO⁺は約0.1%であり、大きく異なることがわかった。これは、他の領域の観測（Sakai et al. 2012; Taniguchi et
al. 2024）で指摘されているように、DCO⁺は昇温に伴い急速に減少する一方、DNCは昇温後もしばらく存在し高い重水
素濃縮度を維持するためと考えられる。つまり、大質量星形成領域に対するDCO+輝線の観測は、活発な星形成が起きて
いない比較的低温な分子雲コアの分布を調べる上で有効な手段であると言える。

講演では、他の領域の重水素濃縮度とも比較しつつ、W 3(OH)領域の化学的・物理的進化についても議論する。
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